















機会の喪失の適切な定義は，破毀院第 1 民事部 2006 年 11 月 21 日判決に見
いだすことができる。すなわち，「賠償すべき機会の喪失は，好ましい事態の























ない。というのも，機会の喪失の概念は，1936 年 5 月 26 日の破毀院判決にお
いて，公証人のフォートに関して最初に認められたものだからである。そして，
その後もさまざまな領域において，機会の喪失が問題とされてきた。例えば，




るあらゆる機会を失ったとされた。この問題に関しては，1992 年 12 月 9 日，
2003 年 7月 8日，2007年 7月 16 日など，多くの破毀院判決があり，2007年 4
月 13 日には，破毀院全部会判決も公にされている。
さらに，若い女性が交通事故によって，客室乗務員の採用試験を受ける可能







































































破毀院第 1民事部 2009 年 11 月 5 日判決が示すように，偶然性は，この制度
の主要な点であり（1.），その点から法的な結論が導かれる（2.）。























定的な証明を要求した（破毀院第 1 民事部 2003 年 11 月 4日判決，同刑事部 1990





























































ければならない。このことは，破毀院第 1 民事部 1997 年 7 月 8 日判決，同
2001 年 1 月 16 日判決，同全部会 2007年 4月 13 日判決，同第 1 民事部 2008




























訳したものである。同講演は，2012 年 3 月 5 日に立教大学セントポール会館にお
いて行われた。なお，シャバス教授は，1990 年の来日時にも，東京大学などで，
本稿と同じ題名（「フランス法における機会の喪失」）の講演を行い，その講演原稿
が野村豊弘教授（学習院大学）によって翻訳されている（日仏法学 18 号 66 頁
〔1993 年〕）。今回の講演は，以前の講演と重なるところが多いものの，その後の判
例にも言及され，また，日本においても，同テーマについては議論の展開がみられ
るため，講演会当日には，多くの研究者が集まり，活発な議論が交わされた。シャ
バス教授の招聘に尽力された，淡路剛久教授（元早稲田大学）に心から感謝したい。
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